
 

 

 

 

 

                    報道発表資料の配付日時  1 月 20 日（火）13 時 00 分 

 発 表 項 目 

（ 行 事 名 ） 

令和８年（2026 年）空知管内北海道指導農業士・農業士冬期研修会の開催 

について 

 

 概 要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◼ 道内最大の認定者数を誇る空知の指導農業士・農業士が一堂に会する 

研修会。 

◼ 地域のリーダーとして、将来の担い手となる若い世代との良好な信頼 

関係を構築するため、Ｊ Ａ グループ北海道スペシャルサポーターで 

メンタルトレーナーのYUKAKO（ゆかこ）氏のコミュニケーション 

技法を学びます。 

 

１ 日 時  令和８年１月 27 日(火) 14 時 00 分～16 時 30 分 

２ 場 所  滝川市民交流プラザ １階 小ホール 

（滝川市明神町２丁目２－16（ホテルスエヒロ内）） 

３ 主 催  北海道指導農業士空知地区連絡会議 

             北海道農業士空知地区連絡会議、北海道空知総合振興局 

４ 講演内容   詳細は別紙開催要領のとおり 

「コミュニケーション能力アップ！講座」 

講師：JA グループ北海道スペシャルサポーター 

       Mental Management Skill 主宰 メンタルトレーナー 

       ＹＵＫＡＫＯ氏 

５ 参集範囲   空知管内北海道指導農業士・農業士、市町・農協等 

関係機関（総数：約 100 名(見込)） 

 参 考 例年１月に座学を中心とした冬期研修会、６月に現地研修を中心とした夏期

研修会を開催しています。 

 

 報 道 ( 取 材 ) 

 に 当 た っ て 

 の お 願 い 

 

 

 他 の ク ラ ブ 

 と の 関 係 

 同 時 配 付 

 同 時 レ ク 

(場所) 

 

 

担 当 

 （ 連 絡 先 ） 

 

 空知総合振興局産業振興部農務課農業経営係（担当者：橋） 

ＴＥＬ ダイヤルイン 0126-20-0081 
 

 

１／２７（火）の行事 

 

ポイント  



令和８年(2026年)空知管内北海道指導農業士・北海道農業士冬期研修会開催要領

１ 目 的

北海道指導農業士及び農業士の研鑽と助言・指導活動の一層の促進を図るため、空知

管内の会員が一堂に会し、今後の担い手育成の方向や地域農業の振興に関する意見交換

等を行う。

２ 主 催

北海道指導農業士空知地区連絡会議、北海道農業士空知地区連絡会議、

北海道空知総合振興局

３ 日 時

令和８年(2026年)１月27日(火) 14:00 ～ 16:30

※研修会終了後、「空知地区連絡会議」総会を予定（16:30～17:00）

４ 場 所

滝川市民交流プラザ １階 小ホール

（滝川市明神町２丁目２－16（ホテルスエヒロ内） TEL 070-8718-5965）

・空知管内北海道指導農業士・北海道農業士冬期研修会（小ホール）

・北海道指導農業士空知地区連絡会議 総会（小ホール）

・北海道農業士空知地区連絡会議 総会（交流ルーム３）

５ 研修会（スケジュール）

時 間 内 容

14:00～14:15 ○ 開会（司会進行：北海道指導農業士空知地区連絡会議）

（15分） ○ 挨拶（北海道指導農業士空知地区連絡会議会長 伊藤浩光）

（北海道空知総合振興局産業振興部長 佐藤雅樹）

○ 報告事項（表彰者、新規認定者紹介）

14:15～16:15 ○ 講演

（120分） ・演題：コミュニケーション能力アップ！ 講座

・講師：ＪＡ北海道グループスペシャルサポーター

Mental Management Skill主宰 メンタルトレーナー ＹＵＫＡＫＯ 氏
メンタル マネージメント ス キ ル

16:15～16:25 ○ 挨拶（北海道農業士空知地区連絡会議会長 町田 光広）

（10分） ○ 閉会

※「研修会」終了後、空知地区連絡会議「総会」を開催（16:30～17:00（30分））

※「研修会、総会」の終了後､『滝川市民交流プラザ』から『ホテル三浦華園』に移動（約10分）

ホテル三浦華園において「交流会」を開催（18:00～20:00（120分）

６ 参集範囲

北海道指導農業士、北海道農業士、市町・農協等関係機関



（参 考） 

北海道指導農業士・農業士について 

 

１ 指導農業士制度の概要 

次代の農業の担い手の育成指導や地域農業の振興などに対する助言や協力を行う優

れた農業者の活動を助長することを目的に創設。経営実績が優れ、かつ、担い手の育

成に強い熱意と指導性があり、地域のリーダーとしても活躍が期待される農業者を市

町村長の推薦により知事が認定している（北海道指導農業士の称号を付与）。 

（１）役割について 

    農業の担い手になろうとする者の研修受入、指導、助言を行うとともに、道、市

町村、農協等が行う次の事項について協力することに務める。 

 ・新規就農希望者の受入及び新規就農者の定着の促進 

  ・女性農業者や青年農業者等の活動支援及び資質向上 

  ・地域農業の振興及び農村生活の向上 

（２）認定要件 

  ・道内で現に農業に従事しているおおむね 40 歳以上の者で、個人経営にあっては経

営主又はその配偶者等、農業生産法人にあっては当該法人の構成員として農業経

営を主体的に担っている者 

  ・高度な生産技術力、経営・生活管理能力を有し、農業経営や農家生活の成果がそ

の地域の水準以上である者 

  ・次代の農業の担い手育成に強い熱意と指導性を有するとともに、研修生の受入及

び適切な指導が可能である者 

  ・地域農業の振興や農村生活の向上に対する貢献度及び社会的信頼度が高い者 

 

２ 農業士制度の概要 

地域農業の担い手として優れた能力を有し、経営改善や地域農業の振興に積極的に

参加、協力を行う意欲旺盛な農業者の活動を助長することを目的に創設。地域農業の

中核的な担い手として今後より一層活躍が期待される農業者を市町村長の推薦により 

知事が認定している（北海道農業士の称号を付与）。 

（１）役割について 

  ・新規就農者や女性農業者、青年農業者等に対する助言 

  ・経営改善や地域農業の振興、農村生活の向上に関する協力 

（２）認定要件 

○ 道や市町村、JA など関係機関団体等や農業者自らが企画する研修会に積極的に

参画するなど資質向上への意欲が高く、道内で現に農業に５年以上従事している

原則 30 歳以上の者で、経営改善に積極的に取り組むとともに、経営改善や青少年

活動等、地域活動に率先して参加活動している者（農業生産法人の構成員又は構

成員の家族を含む。） 

 

３ 認定状況について（R7.2月現在） 

（１）指導農業士は、昭和 46 年度から制度化され、令和 7 年 2 月現在、全道で、 

累計 1258 名（うち空知管内の現認定者 198 名）が認定されている。 

（２）農業士は、昭和 49 年度から制度化され、令和 7 年 2 月現在、全道で、 

累計 2104 名（うち空知管内の現認定者 270 名）が認定されている。 

 

４ 空知地区連絡会議について 

  空知管内における指導農業士、農業士の連携を密にし、相互の研さん、情報交換等

を活発にすることにより地域農業の振興に寄与することを目的とし、「北海道指導農

業士空知地区連絡会議」が平成 10 年 1 月、「北海道農業士空知地区連絡会議」が平成

14 年 7 月に設立。合同で冬期・夏期研修会を開催等の活動を行っている。 


